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福島民報新聞  平成 25年 1月 11日 ～ 15日 「べ
`山形県米沢市。最深積雪が1メートル前後になる豪雪地帯に、福膚

整体師・松井国彦(45)の 民間の借り上げ住宅がある。 一室に、にこ
が書かれた絵手紙が飾られていた。平成23年 10月 に妻知美(43)`

まだ1年ちょつと前のことなのに、だいぶ前のことに思える」。国彦は三

東京電力福島第一原発事故後、放射線の不安から県外への自主避難を望む知美と意見が合わず、気持ちが擦れ違うようになつた。

「妻と折り合うことができなければ家庭は崩壊していた」。知美に歩み寄り、母子を避難させることを決断するまでに半年かかつた。

<しあわせに生きるつて あなたとわたしの 心の差を取るつてことなのかなあ>苦悩の末に出した答えを素直につづつた。

だが、その時は自分も避難しようとは考えていなかつた。

23年 3月 15日 。福島第一原発が制御不能に陥り、当時の首相口菅直人が福島第一原発から半径20～30キロ国内の住民に屋内退避

を指示した。国彦と知美の間に溝ができ始まったのはこのころだつた。

原発から約60キロ離れた福島市でも空間放射線量は急上昇し、15日 午後7時には県北保健福祉事務所で通常の約480倍に当たる毎

時23.8マイクロシーベルトカt計灘されていた。米政府は翌16日 に在日米国人に対し、原発から半径50マイル(約80キロ)圏からの退避

を勧告した。知美の不安と焦りをさらにかき立てた。

「福島を離れるべきではないか。子どもに悪影響が出たら絶対に後悔するJ。 知美は、国彦の生まれ故郷の静岡県に選難することを打診

した。しかし、国彦は首を縦に振らなかつた。『まだ大文夫だろうJと思つていた。知美は国彦との放射線に対する考え方に温度差を感じ

ていた。「子どもだけでも避難させたい」。5人の子どものうち、末っ子の三女絵里は2歳になつたばかりだつた

4月 になり、子どもたちは学校や保育所に通い始めた。校舎や校庭の除染はまだ始まつていなかつた。「ただの雨が放射性物質を含ん

だ雨水になり、心配しなくて良かつたことを心配しなければいけなくなつた」いつの間にか子どもたちに心から『行つてらっしゃい」を言えなく

なつていた。 国彦が考えるように家族みんなで福島に残るべきか、それとも、一時的にでも子どもたちを避難させるべきか―.布団に入る
と、夜が長かつた。

4月末、市民団体が中学3年の長男結大の通つていた岳陽中で空間放射線量を測つた。今でこそ、毎時0.3マイクロシーベルト程度に

下がつたが、当時は校舎そばの側溝で毎時40マイクロシーベルト以上あった。

肇穣寝1臀
染酪 わL景ぶな卜a幸 外活動が始ま吹 押 現場への不信感を抱いた。

夏体みに入瑯 月。無奪津選難先を探しに山形県米沢市に向かった。13号国道を走り、県境の栗子峠を越えると、空間放射L。 13号国道を走り、県境の栗子峠を越えると、空間放射線量はうそ

,物件が見つかつた。

一ベルトと厳しくし、屋外活動を制限する毎時3・ 8マイクロシーベルト

t抱いていた「安全神話」も消えうせていた。

10月 3日 .知美は長女歩未=当時(11)=、 次男新=同 (9つ )=、 次女里花=同 (5つ )=、 三女絵里=同 (2つ)=の子ども4人を連れ

て福島市から約40キロ離れた米沢市に移つた。「とにかく子どもたちを放射線から遠ざけたいJ。 その一心だった。知美は全身にじんまし

んが出るなど心も体もぼろぼろだつた。ただ、後ろ髪を引かれる思いもあった。「わたしたちだけで避難してきて良かつたのか」

平成23年 10月 。妻知美(43)と子ども4人を山形県米沢市に自主避難させた福島市野田町の整体師

松井国彦(45)は、整体院兼自宅で1人もがいていた。

高校受験を控えた中学3年生の長男結大と知美の父・長谷川益雄(76)との3人暮らしで寂しくは

つたが、仕事の傍ら炊事や家事を済ませなければならなかつた。負担は多くなつた。

妻のアドバイスを受けて食材を買い、煮物や野菜炒めなど「男やもめのまかない飯Jを作つた。

だが、不安は膨らむばかりだつた。「この暮らしをいつまで続ければいいのだろうか」

米沢に避難した知美も苦しんでいた。自律神経のパランスを崩し、体中にじんましんが出た。

米沢の冬もこたえた。雪の多さ、重さ、堅さに面食らつた。1日中氷点下となる真冬日も多く、水回りが何度か壊れた。借り上げ住宅の屋

根に積もつた雪が 1メートルほどになると、雪下ろしをしなければならなかつた。

「こんな時にお父さんがいてくれたらな」国彦を頼りに思うことが次第に多くなつていた。

米沢の私立幼稚園に預けた三女絵里=当時(2つ)=の保育費も家計を圧迫していた。延長保育を含めた月4万円。「精神的にも肉体的

にも経済的にもぎりぎりだつたJ。 福島と米沢の二重生活が国彦の肩に雪のように重くのしかかつた。

12月 末、結大は中学卒業後、米沢の高校に進学する道を選んだ。家族と何度も相談した上での決断だつた。

長男の選択をきつかけに国彦は、借り上げ住宅の1階に整体院「縁」の米沢分院を開業した。米沢で日、月、金曜日の3日 開院しt残り



4日 は福島の整体院を開けた。分院を構えたことで妻と子どものそばにいる時間は増えた。ただ、片道約40キロの往復は楽ではなかつた

知美も同じだうたち福島で開院する週4日、国彦を手伝うため、午前8時に米沢を出て福島に向かう。午後5時には福島を出て、米沢の幼

稚国に預けた三女を引き取り、夕飯の支度をする。「体力もガソリン代も大変だつたが、家族の幸せを思うと頑張れた」

往復暮らしに小さな幸せを見いだした国彦も知美も、車中でぼんやりと考えることがあつた。「そもそも何でこんな綱渡りの生活をしている

んだろうか」
′ ■

福島市野田町と山形県米沢市で整体院「縁Jを営む松井国彦(45)は、福島の常違から「米沢に行つてしまうのかJと聞かれ、返答に

窮したことがあった。

言外に「米沢で暮らし始めれば福島には戻つてこないのではないか」との意味を感じたからだ。「これまで通り週4日 は福島、残り3

日は米沢ですから」。そう答えるのが精いつぱいだった。

米沢分院を開ける週3回は7人家族が1つ屋根の下にそろう。国彦のつかの間の幸せだ。残りの週4日 は福島で仕事しながら、残

してきた益雄の面倒を見るようになつた。

福島の整体院は知美の実家を改装し、平成15年に始まつた。夫婦は福島の四季に合わせた暮らしが好きだつた。益雄が趣味で

栽培した白菜やプロッコリー、ダイコンがうまかつた。知美は5人目の三女絵里(3つ )を実家で家族に囲まれて分娩した。自然の恵

みを大事にして生きてきただけに、原発事故で豊かな大地が汚染され、生活の根幹が揺らいだ。「食品から放射性物質が検出され

て食生活が崩れたことも自主避難を決めた大きな要因だつた」。知美は振り返る。知美は、生まれ育つた福島が今でも大好きだ。昨

年の大みそかは家族そろつて福島で過ごした。放射線の不安が消えたら、いつか戻りたいと考えている。「でも、それがいつなのか

が分からない。判断材料が今のところ集まっていない」

福島県からの避難者約3000人が暮らす米沢の生活にも慣れてきた。福島の整体院の常連だつた避難者が変わらない信頼を寄

せて通つてくれる。

国彦は「避難者という気持ちをいつか断ち切らないと疲れてしまう」と思うようになつてきた。しかし、「福島と米沢の間で心と体は行

つたり来たりしているだけ」で定まらない。福島と米沢を分かつ栗子峠を行き来しながら、どちらに軸足を置くべきか、まだ結論を出せ

ないでいる。福島に残つた益雄のことも気掛かりだ。

福島市野田町の整体師・松井国彦(45)が山形県米沢市の借り上げ住宅に整体院「縁」の米沢分院を構えた後も、妻知美(43)の

父・長谷川益雄 (76)は福島にとどまつた。

「これは一番上のお兄ちゃん。これは末つ子の絵里ちゃんね、3つになつたばつかりだな」

益雄は、茶の間に飾られた5人の孫の写真に目尻を下げた。「これが次男の新君。抱つこしてモ鑢

泣かれなかつたんだ。孫で唯一ね」."。 写真の中でほほ笑む一人一人の顔を見詰めた後、小さくR
ため息をついた。「原発事故さえなければ、こんなことにならなかつたんだ。こんな老いばれに

影響があるとは夢にも思わなかつたよ」

孫5人は、福島から北西に約40キロ離れた米沢に避難している。娘の知美と夫の国彦は週4日 、益雄が

暮らす木造住宅にやつてくる。一室にある整体院「縁」を開けるためだ。

まFttγ鬱家憲警:1「f重  :肌 :念二重聾」る時間が長く感じるよ〕こなつれ曝たちが家の中F騒ぎ
ナ■

酬淵l翼i‖[扁WT
」と言う知美を信じるしかなかつた。「あの時の寂しさは忘れられないよ」

は、白菜も大根もプロッコリーも甘味が強く、知美や孫から評判だつた。10年近く前に先立たれ

た妻の美智子はよく漬物にしてくれた。収穫した野菜を食べる家族の実顔は益雄の何よりの楽しみだつた。それが原発事故で根こ

そぎ奪われた。

昨冬、知美に連れられて何度か米沢に行つた。「こんなに雪の多い所では暮らせない」と思うばかりで、住み慣れた福島に戻つてく

ると妙に落ち着いた。昨年の大みそか。娘夫婦が孫5人を連れて米沢から戻つてきてくれた。孫に日まれ、つかの間のにぎわいがう

れしかった。「ずつと米沢で暮らすのか」。知美に切り出そうとしたが、のみ込んだ。      .
娘夫婦との付かず離れずの距離を保つため、益雄なりに気を使う。言いたくても我慢している言葉がある

`       
‐ ‐

「いつか福島に戻つてきてほしい」


